
別　紙

令和５年度

山口県立小野田工業高等学校

男 女 計

30 0 30

類　型

学　年 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

教科・科目等 学級数 １ １ １ １ １ １ １ １

3 3 3 3

3 3 3 3

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

公　民 2 2 2 2

4 4 4 4

2 2 4 2 2 4

○2 ○2 ○2 ○2

2 2 2 2

2 2 4 2 2 4

2 2 3 7 2 2 3 7

1 1 2 1 1 2

芸　術 2 2 2 2

3 3 3 3

2 2 4 2 2 4

○2 ○2 ○2 ○2

家　庭 2 2 2 2

情　報 Ａ＊ Ａ＊

3 3 3 3

3 3 3 3

6 4 10 6 4 10

2 2 4 2 2 4

2 2 2 2

2 2 4 2 2 4

3 2 5 3 2 5

3 3 3 3

2 2 2 2

1 Ｂ＊ 1 1 Ｂ＊ 1

(1) (1) (1) (0～3) (1) (1) (1) (0～3)

(1) (1) (1) (0～3) (1) (1) (1) (0～3)

29(31) 29(31) 29(31) 87(～93) 29(31) 29(31) 29(31) 87(～93)

1 1 1 3 1 1 1 3

注１ ２学年から生産機械コース、メカトロコースの２コースに分かれるが、座学は共通であり実習に重点を置いて、コース独自の

指導を行う。

注２ １学年の「数学Ⅰ」、２・３学年の「数学Ⅱ」は習熟度別編成を実施する。

注３ １学年の「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」は少人数制を実施する。

注４ Ａ＊「情報Ⅰ」２単位を「工業情報数理」で、Ｂ＊「総合的な探究の時間」２単位を「課題研究」で代替する。

注５ ２学年の「数学Ａ」と「論理・表現Ⅰ」は１科目を選択する。

注６ 「自立活動」は通級による指導とする。単位認定は、増加単位による認定とする。

注７ 「日本語指導」は、学校教育法施行規則第８６条の２に基づく特別の指導であり、生徒の実態に応じて実施する。単位の認定は、

増加単位による認定とする。

新　入　学　生　徒　教　育　課　程　（その２）

教育課程実編成上の基本的事項 本校または分校の別 全日制、定時制
又は通信制の別

学　科 生徒数

実際的・体験的な学習を重視するため、工業技術基礎・実
習・製図等の科目を選び、より基礎的・基本的な内容に重点
をおいた。

本　校

分校の名称
全　日　制

歴 史 総 合

公 共

数　学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ

機　械

生産機械コース メカトロコース

国　語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

国 語 表 現

地理歴史

情 報 Ⅰ

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

工　業

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

機 械 実 習

機 械 製 図

工 業 情 報 数 理

機 械 工 作

機 械 設 計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目 書 道 Ⅰ

外国語

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

家 庭 基 礎

理　科
科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

保　健
体　育

体 育

保 健

地 理 総 合

総合的な探究の時間

自 立 活 動

日 本 語 指 導

ホームルームの実施週時数

原 動 機

生 産 技 術

単 位 数 合 計

特
別
活
動 指 導 計 画 の

大 要

（ホ－ムル－ム活動）学校生活の充実・向上を図り、生徒が共通して直面する様々な課題への対応等についての活動を行う。
（生徒会活動）　部活動やボランティア活動、文化祭・クラスマッチ等の学校行事、その他生徒による自発的活動を通し、
　　　　　　　　学校生活全体の充実・向上に関する活動を行う。
（学 校 行 事） 入学式・卒業式・文化祭・クラスマッチ・修学旅行・工場見学等を通じて、教師・生徒相互の理解融合を
　　　　　　　　図り、生徒の自主的・実践的な活動を行う。



別　紙

令和５年度

山口県立小野田工業高等学校

男 女 計

30 0 30

類　型

学　年 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

教科・科目等 学級数 １ １ １ １ １ １ １ １

3 3 3 3

3 3 3 3

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

公　民 2 2 2 2

4 4 4 4

2 2 4 2 2 4

○2 ○2 ○2 ○2

2 2 2 2

2 2 4 2 2 4

2 2 3 7 2 2 3 7

1 1 2 1 1 2

芸　術 2 2 2 2

3 3 3 3

2 2 4 2 2 4

○2 ○2 ○2 ○2

家　庭 2 2 2 2

情　報 Ａ＊ Ａ＊

3 3 3 3

3 3 3 3

4 6 10 4 6 10

2 2 2 2

4 2 6 4 2 6

1 2 3 1 2 3

2 2

2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

3 3 3 3

1 Ｂ＊ 1 1 Ｂ＊ 1

(1) (1) (1) (0～3) (1) (1) (1) (0～3)

(1) (1) (1) (0～3) (1) (1) (1) (0～3)

29(31) 29(31) 29(31) 87(～93) 29(31) 29(31) 29(31) 87(～93)

1 1 1 3 1 1 1 3

注１ ２学年から情報制御コース、情報通信コースの２コースに分かれるが、２学年においては座学は共通であり、実習に重点を置いて、

コース独自の指導を行う。

注２ １学年の「数学Ⅰ」、２・３学年の「数学Ⅱ」は習熟度別編成を実施する。（電子情報科と化学工業科2クラス2講座を3講座に分ける）

注３ １学年の「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」は少人数制を実施する。

注４ Ａ＊「情報Ⅰ」２単位を「工業情報数理」で、Ｂ＊「総合的な探究の時間」２単位を「課題研究」で代替する。

注５ ２学年の「数学Ａ」と「論理・表現Ⅰ」は１科目を選択する。

注６ 「自立活動」は通級による指導とする。単位認定は、増加単位による認定とする。

注７ 「日本語指導」は、学校教育法施行規則第８６条の２に基づく特別の指導であり、生徒の実態に応じて実施する。単位の認定は、

増加単位による認定とする。

単 位 数 合 計

特
別
活
動

ホームルームの実施週時数

指 導 計 画 の
大 要

（ホ－ムル－ム活動）学校生活の充実・向上を図り、生徒が共通して直面する様々な課題への対応等についての活動を行う。
（生徒会活動）　部活動やボランティア活動、文化祭・クラスマッチ等の学校行事、その他生徒による自発的活動を通し、
　　　　　　　　学校生活全体の充実・向上に関する活動を行う。
（学 校 行 事） 入学式・卒業式・文化祭・クラスマッチ・修学旅行・工場見学等を通じて、教師・生徒相互の理解融合を
　　　　　　　　図り、生徒の自主的・実践的な活動を行う。

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国　語

地理歴史

数　学

保　健
体　育

外国語

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

工　業

国 語 表 現

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

数 学 Ⅰ

現 代 の 国 語

電 気 回 路

理　科

本校または分校の別 全日制、定時制
又は通信制の別

新　入　学　生　徒　教　育　課　程　（その２）

教育課程実編成上の基本的事項
生徒数

実際的・体験的な学習を重視するため、工業技術基礎・実
習・製図等の科目を選び、より基礎的・基本的な内容に重点
をおいた。

分校の名称
全　日　制 電子情報

学　科
本　校

情報制御コース 情報通信コース

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

電 子 情 報 実 習

工 業 情 報 数 理

体 育

保 健

書 道 Ⅰ

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

言 語 文 化

総合的な探究の時間

電 子 回 路

電 子 計 測 制 御

通 信 技 術

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ技術

ハードウェア技術

ソフトウェア技術

自 立 活 動

日 本 語 指 導



別　紙

令和５年度

山口県立小野田工業高等学校

男 女 計

30 0 30

類　型

学　年 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

教科・科目等 学級数 １ １ １ １ １ １ １ １

3 3 3 3

3 3 3 3

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

公　民 2 2 2 2

4 4 4 4

2 2 4 2 2 4

○2 ○2 ○2 ○2

2 2 2 2

2 2 4 2 2 4

2 2 3 7 2 2 3 7

1 1 2 1 1 2

芸　術 2 2 2 2

3 3 3 3

2 2 4 2 2 4

○2 ○2 ○2 ○2

家　庭 2 2 2 2

情　報 Ａ＊ Ａ＊

3 3 3 3

2 2 2 2

5 4 9 5 4 9

2 2 2 2

4 4 4 12 4 4 4 12

2 3 5 2 3 5

3 3

3 3

1 Ｂ＊ 1 1 Ｂ＊ 1

(1) (1) (1) (0～3) (1) (1) (1) (0～3)

(1) (1) (1) (0～3) (1) (1) (1) (0～3)

29(31) 29(31) 29(31) 87(～93) 29(31) 29(31) 29(31) 87(～93)

1 1 1 3 1 1 1 3

注１ ２学年から材料化学コース、環境化学コースの２コースに分かれるが、２学年においては座学は共通であり、実習に重点を置いて、

コース独自の指導を行う。

注２ １学年の「数学Ⅰ」、２・３学年の「数学Ⅱ」は習熟度別編成を実施する。（電子情報科と化学工業科2クラス2講座を3講座に分ける）

注３ １学年の「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」は少人数制を実施する。

注４ Ａ＊「情報Ⅰ」２単位を「工業情報数理」で、Ｂ＊「総合的な探究の時間」２単位を「課題研究」で代替する。

注５ ２学年の「数学Ａ」と「論理・表現Ⅰ」は１科目を選択する。

注６ 「自立活動」は通級による指導とする。単位の認定は、増加単位による認定とする。

注７ 「日本語指導」は、学校教育法施行規則第８６条の２に基づく特別の指導であり、生徒の実態に応じて実施する。単位の認定は、

増加単位による認定とする。

注８ 「工業技術基礎」「課題研究」「材料製造技術」は、化学に関する内容とする。

特
別
活
動

ホームルームの実施週時数

指 導 計 画 の
大 要

（ホ－ムル－ム活動）学校生活の充実・向上を図り、生徒が共通して直面する様々な課題への対応等についての活動を行う。
（生徒会活動）　部活動やボランティア活動、文化祭・クラスマッチ等の学校行事、その他生徒による自発的活動を通し、
　　　　　　　　学校生活全体の充実・向上に関する活動を行う。
（学 校 行 事） 入学式・卒業式・文化祭・クラスマッチ・修学旅行・工場見学等を通じて、教師・生徒相互の理解融合を
　　　　　　　　図り、生徒の自主的・実践的な活動を行う。

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国　語

地理歴史

数　学

理　科

保　健
体　育

外国語

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

工　業

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

現 代 の 国 語

言 語 文 化

化 学 工 学

総合的な探究の時間

自 立 活 動

地 球 環 境 化 学

新　入　学　生　徒　教　育　課　程　（その２）

教育課程実編成上の基本的事項 全日制、定時制
又は通信制の別

学　科 生徒数

実際的・体験的な学習を重視するため、工業技術基礎・実
習・製図等の科目を選び、より基礎的・基本的な内容に重点
をおいた。 全　日　制 化学工業

本校または分校の別

本　校

分校の名称

環境化学コース

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

化 学 工 業 実 習

工 業 情 報 数 理

工 業 化 学

保 健

書 道 Ⅰ

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

数 学 Ａ

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

体 育

国 語 表 現

材 料 製 造 技 術

日 本 語 指 導

単 位 数 合 計

材料化学コース


